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3．1

654

A・

C
＝家庭で使用し七ヤ・る乳を継牽’ ”、 　』 　ll缶　　お∫傑脊所ゼ≒語あ鶉を便庸『rじぴ　’淘　

＝家庭で使用していた乳を使用 し，11後潔←律の乳を使用く㌦・膏D、ゴこ牛乳を使用ン、1二翁i1、蔓 呂
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日』 総合愛育研究所紀要無．1：』第16集

蕉第⑧衷ll「乳の消毒 ｝（％）三
r㌦ト

　卜’、 』・ぐ ．　露Y鞭
　

　、 ■　、

第11表月齢別調乳回数（％ン 、・

　　いし　ノ

扶“d、 　、！ ・　　　　享二』・
　　　　　　　　　　　　　私立　全平均
1　，、，，越立陪』立　　．ラ

終藩殺菌≦珠 と“7』5 ．11．4 1取＄マ。ユ3，6

無錬操1作r法 ＿80．5 、81．8 8L5r1’．8111
上記2種め殺菌法 1．0 『2∫3 1．6 1．5

特に消毒しなV∫　計 lロ1』σ．1，ミ14‘5・ 、1い5ポ61『二． ご3‘8㍗

　　　　　 冒

い．〆 “畠・p ，P一
㍉ ノ＼潜ごじ湿　　　 『ゾ

ri第．9表ジ乳児数と消毒法の関係艇％〉蘇ぎ、

』滋』1、、．蘇纏轟瞬羅薩、

’一 応1『 1人＼　　』・12．9・”く ・」』 3憾　　 「こ・て31・づ1『

　　　　　　　　　　　　フ・．．ご1㌧一1、　　’ず 臣
19，人んヂ．　．：奥2”，．、隔多賂 　01

ギ＼
調乳回数／1日

1f回 12…回r 3　回 4回以上

、2　カL月 5 、121 74

‘1．3… 4 一』’ 5 51 ．5

こ、4　　　εr 1 59 30 ．5

5 い　2
68

23　 7
▽．
6 6 、㍉ 1 27、 6

．7 く7 ．〆68 23　． 2
』8

、r

12 ．1 5 23 1

9 38 51 11

10　二’ハ ．30
1 62 』』 8 1ζミ

11 r27 96 9

1第1・象瀕趣謝纈蝋瞬践1ゆll一’

　　　　　曽　　　　　

ジsン
－

　　
　』「　 一　　　　　　　一　　”　　　　　　　　　　 　　　　『

鱗菌幣菌騨羅臨
’節朔未置6㌣力押1』ご、亀崩ん∵「『

、く、

14㌻2・

13』6’

∈モ㌔

喬84．3、　、、ノ　“

乃，み5．
　、．

♪ぐ

　　　凱7

　　　　　　’一”『　　　　　　　　　　　 、
』ξ　叫』irl汽 1亡㌧』

始奥齢ゆ畔碗脚1働φ瓢憾磯！卑
数⑫少1乳躯育麟脳の早遅噸乾竃締醗
鞘ぐら解瞳r 、い拠唖曝麹蜂礁じ魯
享嚇噂嚇力撫で嬉，醜糎整噸
墜勘驚灘鴎嫡教製天璽輝嘩保管す
騨曜弊擁噸冷韓嫁今軽、蛋確告さ蓼
腰粥畢嘩で家摩瞬墜郷】賄嫌轡零
殺鰍硝凱だ乳を5燦保宵蝋1騨鱒間
軽興†揮警題驚鱗鱒1畦で保璽多ど

鱒鯉騒輝壁確璽黛懸頭操鱒塑
疫鱒解購購蝿醐参貯轍嬢矯蕪
婁轡騨纏分嫡蜘雛す瞬を除r
ぎ，施設などで無歯操作法を採扇ずおの蔭危険セ蕩る≧，

免疫など生体側の諸因子によってもかなり左右ざれる‘：諾堕

rしか長集団琴育の髪において矯ずれめ消碍準参用いら解　t

ても， 細菌に対すう抵抗力が弱い乳児に与える乳汁め取…

鯉晒ご蜘登φ注憩を払い潮》。つ i訂 右
監1 ll

：1，5　蝿齢別にみた調乳回数　ε、破ε．愚 奪、O（1L、．硫 ’

』緬灘即よ粛調乳が勉れ越S蘇漸の講レ
回数を第i1表に糸幌も 1・1｝・1 1♪マ・腕，O・1か1・ン1君』1

　2～3カ月代で罎獲象禦醐の彰鴛％堅真旦3回の調

乳を行ない，4～8ヵ月代には瓜日／2，回調乳を行なう所糞

、

φ｛轡秘郷碑れわ・9湖購でも蝉所の約半

卿乳顔2鰍つ鯵沙ヤ万 卿唄
吻比率わ総昇してヤ・る＿．

樋菱私享別にみると♪区立保育所に比べて市・町立な

らびに私立保育所では， 1鯵耳、齢の時卿ヒ1お骸奇謁乳園数

粧勉？苓、 　
』、 、㌧．

．1、

“

慨醗間を午麟舜建嘩鰺脚ぐ麹
饗児の撃し嘆食緬蜷壁ユ5㌧ 3回卿の鮪
榊ま［紋いる・締所噸瞳撫噂麺獅鯛
麟育時齪らに繍所で倭物1φr鰹喫、
密攣塗開係が喬う。

為隷獄鱗難噸1ζ1驚ン、
・『 乳瓶ならび比乳首あ滴激ま減とんきみ藻脊済者告おi

第12表　哺乳瓶ならび琴乳首0消毒乱（％）舘

、、・
・こ1薮『』ぬ瓦 ㍗

ll1、o　っ〔

㌧「 ㌧”、乳マ　 二L

』♪ ㌻」立』鰍： 『厄 ～1

．私 立

　■：・二、1ト

ぞ寸 ヤ．，

』消毒すう材・『

・“9ぐ鉱、，．、熱渥消毒

嚇甑あ華r　l…潔
　　　　　熱　　風
　　u’．』 毅』 歯灯

　　　き10Q，0 じ1』 』9昏，9、

　　　 、C9114 β5・1

。、、 叫・L4
　17．2　　　　7．2　　　24．0
，、i（

σ、嵐　　　三おりt8

消凱なゼ LO　・9島 4ρ

之｛　ノ 消毒する・1、　ξ…gq‘ O 100．O　r195」2

　　　〔黙湯期綿，
ミ乳こ首、に薬　液・

　　　　』そ．の他＊
5．2　、L．』

苧7・5づ　ン）8L6
　　　　　　』響・4

0・　び『． 、4．0

消毒しな駐 1．0 　0 4．8

、．＊潜熱風烈殺菌灯による消毒を含む・1
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周

1水野他：保育所にお嫁る給食：の競状

れている（第12表）。　しかし「消灘しない」というのが

鵜ではあ翻私輯育所験られた・1消恥や轡㌧
備所の韻をみ祷収綿騰の妙をこ関械栂
騨醜員によ．つ衝拠即為箪設殿の劃合亭満憐
く～しかも低月齢鱒期力嬬郡岬を囲轡て1漸
所比多かったことは』 注意を要すぢで南ろ鮎，　　、

哺乳瓶の灘法は締消毒が65～9種舞峨，て賭
がF 熱風瀧も7響郷られた己騨につyl∫は惣
賜スは蒸騨毒瀬用いられてい為力1・哺獅の消賄

法犀比べて薬液消毒法を用いる比率が高い。松山ら141は

乳首を3分閻蒸煮すると菌は完全に死減するが，小さな　

容器に多数の乳首を一度に浸潰すると殺菌効果は不充分

であり，又，次亜塩累酸オトリ身ムを羊剤にし為燥菌勤　・、

果は経時的に殺菌力ほ低下し，乳首を浸淡した隷菌液の

慮醜はな、るぺくざけるべぎ焼結して賭。？1j

豆〉離乳食に関し、て～i ∫” 暦
、1

　．r離乳開始の基準li『♪、：』』 　∫＝ 11 ・： 『　 1d r、・1”

P零歳児保育を生後σカ月来満で醐姶しでい る施設13f“

ヵ所を対象に，離乳の開始基準を観察 し廃f（第13衷〉6』、

　区立保育所の約90％は開始の基準を設定しているが，

市 。町立ならびに私立保育所では「特に設定・レ、ていな

い」．比率が高い。．設定している保育所り中，菟は月齢を

基準にしているが，月齢に体露を加味 している所は区立

ならびに私立保育所に多い。又デ医師の指不，あ多レ・は

発膏を指標にしている場合が傘立保育所セこみられた。・ ＼：

』第13表∴離乳あ開始基準丁（％）㌧ ㌧』∵ 1』 L’

公　　　立
全平均　　　　　　　私立

肺・職区立り・「

特に設定してぐ・ない

定している

r40．0

60．0

7タ奮5・r

18715・

30。7

・69．3

32．5

7，5

難「して

いる燭合

月齢によっ迄

重によらて

齢ど体 重　’16．1一

齢ど医師の指示

77．さ

「3．2

・3．2

ρ37，5」

’b

62，計64，7

F「～’ 壁0

　33，3
　　　・0・

』β串，9㌔

r2．2

7．8

1．1

理的にむ心理的に罠∫離乳食を食べる準備が窓きているた

呼溺翫派』『△二 漏

脚暁
甦省乳幼堤飼螂噂査報告18レによつ

融r抄児科医の95瀦文轡御！礁塑騨案瞠

無鯉1』聯の吻1継塑響騨rヒ
1ている5　　　　　　　 r、　　、一（、　

：

　　　の

瞬1姻磯L脚、麟、心噸嘩吻1
？柴戸ミ，1g題月開蛭紅少準導嬉あ灸婆夢昏塵きら人箇条

r件曾毒ま劃熱い集駆興育碗場琴お驚兎§キ耳がう離乳を

開雄する藍之の効果がど穀理あるカト．さ 疑問㌧輝残る。≦f

方，『5ん11ガ月を離乳開始基準にしている所もみられ，

離乳の遅延が懸念される占∫ ll”c』∵▽∫苧、1シ背1殺

∫2瀬乳進行礁鶴』『三k㌧・、．
　ロ潅乳の開始かち完了迄， どのような進行区分を設定す

∫翻ま・ 職児の麟離聯や紛疲容人数ならびレご

人手や調理設備等によ1りかなり左右されるもグ）と思われ
　る。1 今回は禦歳児保育開始月齢，収容人員ならびに調理

担当者め職麟等にづし㍉てぞの関連ずけを試みた。まず離

．乳の進行を離乳開始か・ら完了迄ザ鞭階を設嫉ず進めてい

　る園は私立に多く， 約43％みられ，一方，区立保育所で

獄段陵を設けて刃） る所が88％み．られた（第14表）。・

第14表　離乳開始から完了迄の経緯（％）

、1

、、公．　　立

．溺L
い蹄何享卜区・立ご

離乳の進行区分ゼ’・1・』！1…い

　　　・設幡てy・る㌧』74善1

蝋聡齪レ、斜25・5
87．8

12，2

私 立』

66、1

貧3．9

全宰均

732

26－8

特に設定してぐ・ない

設定している

　昭和23年，文部省離乳研究班では生後5ヵ月前後，＝体

電が大体7kgに達した時を離孚しの適期とする礁に意見が

ヤ致し甲， その後， 多数の指潮機関ではこれを基準にし

で離乳指導が進められている。例えば， 全国364の保健
所の乳児栄養指導法に関する調査成績で．も1η，1月齢のみ

を基準にしていた所は13％にすぎず，全体の61％が月齢

と体重の双方に離乳開始基準をおいていた。そして，ン15

ヵ月開始の中，半数は7kg以上で始めるよう指導してい

た‘、体重が加味されたのは，．7kgに達した時点では， 生

　　　　　’、 　・’喧』、きンL　・・丁、

』第1晦 騨φ繍と職舩容人数ならび1も

　　　ヌ御鐸騨当都卿蝋％！
■r｝　 v 離乳の進行区分 特に区分を鋤

を設けや、る けていなヤ）．

収・
．『・

～r　r5…人・ヤ　　　　　■　6　～　10

59．61

79．0

4ρ街
1乳0、

容 11酎、15．． 81．8
．18．2　～

人 161～20r 92．9　　■ 17．1

、数、
21　～　25
・26 』二」…『い’㌧…

　100．0ド
’』 00甲σ1

001

蓬、学無ξ調理員、

：担、 保メ要乏 課理員，

i誉 調畢馴り畜

』79・2　　・r204
、＄o・q

i72二5　　　27．ぢ
　　　　『　、　・

『　 　 　．　｛、

1・ 離乳の進行経緯と零歳児収容人員ならびに離乳食調理

担当者との関係をみると，、収容児数が5名以下の所なら

びに離乳食調理が調理節ド 調理員にようて行われて吟る
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日1 総合愛育研究所紀要三　　1第16集

通第16表，1乳児保育開始月酷と離乳進行経緯、（％）＝
戸〆　「「

1ヵ月単位　　2．7
』β ジ段、階　．影7

』5 段脚二く

4丁段［階　18⑲
『”

　段 1階”　r73．0

－2・段1階』…

　10．0　　　　　0　　　　2．0　　　3．7

　　0・　0　1・OP． 、0し

30・Ol』7・5』』、7・0’ デρH
い20；0”エ8．9』」▽1grり　11：1

P40』o二60． 4 ロ63．o 140．7

　・ 01　・13．2F　・　81り　』1『44．5

　0　　5，6ドr

　0　
O

　o 』ρ』』

16．7　　 5．6 　rI

83。3　55．5

　0　』33．3　一

　論1
～1、0

　σ

　
918

5L’

35．3

、、代1

　4，2
0

　、0』

701＄

　8，3

』1617

10010

全平均

4・ 0
、0

0

68．0

12．0

16．0

第1了表　月齢別離乳食回数（％）i

5 カ月
、

1αカ 丹1

ユ1・2桝

111カ』丹

－

順12・
一1

3

釜｛欝』私1、ン立1 841313．7
100．0 ．α

3，＄16．2

2．0

l　　　l　　　－　　　I　　　I　　　I lr　・I　　l　　I　　I 1 1
177．418’．8，13』1867∫828．6

6』773．豊llO 』7，192．2

5r82．3、，・2‘1、 Q75し024』 0

．3，668．9

0　62．7

・0176・5

27．83．367，029』8

3．93，463，734．5
255

・L、076i822 一1

3．27工．7

，871．2

25．0』213

6．91．9
9．

2ユ．0

73潅

6．9

1．9

l　　　I　　　l　　　I　　　－　　　　　　　1

1－ Il鳳

　　　3，3

．』
軸lllll4111卑至12511311攣1。！30i91 1・エ17・・5127』蝉7Qlil2塵祠23瀬17！麺圓

所ではジ灘乳め段階を設置し《いな〔漉率が高、か謬た

く第工5表）・』・鴛・［・c
こ、

∵㌔・rく』 ：； 』、ド☆…蹴

従ってド職児擁入員が6人以卸御養調理に栄

肇堺囎騨齢して幡締所でを亀 1欝ゆ進微
階を鞭してい砒率が高ぐ訪確孝輝酬して離

鍍貨わ脈蝸；、屯を頑や蘇蕉、＿
徽髄．カ月繍で岐容し匪つ灘卿師虞秀

を設けて婚る傑育所比づ“宅その経緯 をみ瑠ド乏て第16

琴）・ 3fヒ逮學際琴分ぴ壕も争ダ解彩鴛声堕頂いき9年後

6～7胡鷲即締輝戦辮合騨2～3騰
区分が多い、 （訟％）ぎ1蓉歳児保育1を壼男封示ら開始する一

弊嘩をう蝉鰹噺琳離孚L進行脚の細分化
傾向が観案された。これは行政面からの指導が市』・町立

rなら・び私享保育所よ・轍密に行わ純てち詑を物語っ、て

い冠：1　
lrll

』鼻 ゴ｝』』

塑鰍こみ轡し食の回勤へぴ騨騨ζ
　　勲使腰品1、，て三し｝…・

』
蒙、』1ゴ：〈

　月齢別離乳食甲難1葱養ると（第17衷）市』ミ町享ならび

解躯育所噸贋！ま離乳蹴⇒確了準澗様癩
向鰭ξつてし腕夢妨5岨で晦5震の備
所鯉殴鹸興ノ回嫉期約茎5吹劾た・』6
曽マ幽月にな多と4・回傘実施が幾分減少しジ2回食が25

％前後に増寿目 じ奪㌢〉るよ←方武区立保育所で⑧カ月未満

で零歳児保育を開始し費渦所でほ5カ月時で全園が．11

回食であるが♪T6タ 7洩丹時には2・回食実施が急増 し〆

73ん93％・を占あていた。・』しがし， 』区立保育所の碗劣は喜

ヵ月がら審歳児保育を開姶し許そめ中，・％め園ほ■回食二

であらた。・又，”公ρ私立を蘭わずioヵ月以後では2向糞

め割合が減少し， ∵1回食が増加し淀いるが戎と紅ほ壬尾

2聯児の食事時刻に移行’したためであろうき、：葦期商を造

じて3回餓施の鮪所が鵜囎麺朔璽套訴』
して栄養的見地から望ましい食瑛が供与されているかが

問題である。
．

　保育所において乳と離乳食以外㌍与える間食回数とそ

嘩騰勲鱒脚臥蕨に匙た・』ま教鱒準
の間食の鵬磁齢るζ・． 区立保育所で雌野埴

真1，、即樋』のに対．し市欄甥締の騨鵜研1
粥稚保砺の輸まヌ骸酔雌を齢｝虻職i8：

唄騨り転鷲み砒蝦とも担 ゑ、吻牌縞

隔しかし諦町立締鰍お購翻餌ある醗
期間を通して1日2回以上の間食を供与して“る所がみ

られだま ＼
ゴこヤ』 11”1； ”』ll・し・一 ．』二’浴1

．、 ，，

　与える食贔をみるど∫ ）7’カ 肩迄は区立めぽとハ）：どの園

にお硲ては果汁又は果実に牢る理想的な間食の与え方が

実施されているのk対し，・．市ゆ』町立ならびに私立保育所

では菓子等の供与比率が高いド＄ カ月以降でな果汁 ・．果

実は穂造珍に減少し， 菓子類の比率が上昇じていうざ1こ

れは歯がためや手に持らて食べる練習を華なて喜えぢれ

て恥るむのと思われる5、．，「
、

』乳児はその月齢に応、じて食凄回数をふやしていく がザ、
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し水野他＝保育所におげる給食の現状1

第18表　月齢別にみた乳び離乳食以外に1日に与える間食の回数（％）
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大部分の保育所では乳児の月齢を問わず1日1伊2回の

離乳食・ど1層2回Φ間食が与えられていた。 保育所給食

、でどの程度の栄養量を供給するかは，・保育時間雰月齢』

人手ゲ 設備によ二うて異なる添，、 厚生省指導によれば罫9崇

■日の栄養所要量の50％を供給量としている乙：果しズ現

状の方法で適当であろうかよまた・’授乳や食癖の時間は

．乳児の生活の節且でもあり，』 例え間食であ る程度の栄養

．量は補えてめ生体の消化ニリズムを考える時，r これでよい

のか疑問が残るず、特に市こし、町立なぢびに私立保育所に対

する・きめ細かな指導が望まれる5、　’1一　． ＝ 誕・ン 1ン

　4　離乳食献立にゆいで』ルト、ル 』　 二』1・

ベン」拭

で公立保育所の67～96％では栄養士によって離乳食献立

が作成されて恥るカヤ私立では保母又は調理関係者によ』

1・第20表（1離乳食献立作虞者鉦（％）1

　　む　公 　立
　　　　　r 私立全平鞄
悔吐1区立　・ ．、、

栄　 、轟　　士

　r、揖
調理師文は調理員．

，母』画ヂ曝母潮理真1衝と壕同製礁

674
．7

β．3

Or

2．2

95．5

．5

1．5

1．5

　　 』31．9

0 …17』7

　．32，7
　　10．9

　　8，8
　　8．0

、、59．1

10こ4

19；7

．Ol4
519

4』5

き1無瀞1刈r・4沁3・・4 17r5』立19，9

る比率が前者に比ぺて高憾（第20袈）5』写’L＝∴艶；…ヒ黍

慧特に自園で献立を作成するのは私立に多K㍗、（80％芳温
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第21裏　献立作成（％） （法℃　　寒馬 、二≦第24表i：使用食品数、く％）

1公　立

　　　　
軌

自園独自 で作成
ざ　　ド　　　　　　で　へ

共 同　・献 立1

市 』区役所，メー

　　保健所の指導乙

そr二　み、卓　他1

　　　　　私立市・咽琴立，

53．3
』’

4，1

．31．5

，ひ1P1

1無 記 1訊
睡，・

6i8・ 80r2二

』24≧3　　　4， 5『

66ザ2　　　12，6レ

1，2よ7

全平均

51』‘6

13．O

33．2

、

2．2．、

』：鯛・禽φ1・7・6『

匡第22表　 自薗で献立作威の場喬ll；そQ隼蔵著て％）』

〔

公　立
市・剛区立

栄 養．士の み

栄養ま：と保母 〆調理員

保rl 母 のみ
保二母と調 理員
調理員。保1母躰手・

暦護婦

38．4

・512

10．3

・5ピ1

』41』0

100．0

　0…1』

　o　r

Ol：

私立

27，4

　3，6

15．5

19．0

34．5

全平均

33，6
」1 ．9

13．3

14．1

35．1

第23表　離乳食に使用しセいる食品て％）

「

1一

立（・・l　F

私立
1　 r

市兜町立 区立い

米 4呂、β 25‘6 40．7

‡ パ　　　　　　ソ rβ2，3 31．7』 28．6

食 芋 12， 0 Oi与 1．6

の う　　ど ん 21．9 32’4・一・26．7
ρ

種 マ　　カ1∴ロ　ニ 0．5 611r
2．0

類 小　　麦一　粉 〆α5 1．2L 0．4

そ　 の　 他
01 2y41 0

全平均

．．β7，5

．30，6

4・5

26；6

』2．6

　0．6

0．6

　耳日　　　　　　　　　　　　　25．0　　　13．6　　　24．0　　　21．8

　魚・白子干1ミ．21．1 』11917r1、 19」3乱功10

蛋魚練製贔　Q’』0』’0・30・1
・白二肉・・ セ芝バ　ら　 21・8・i28・8　27・4　25・8

　ペビーフ」ド1』性　　　　　　　　 ？　　　 σ 、　 0．9．　 1．3　　 0．8
　　　　レノ、 一

藷躯』製r蕪 lil、o｝3副4

の・乳 ・『

く・

・乳114∫5・1’6．7 8．8

撫◇萱 冠．

・窃2・

∫：1 〆『蝋．舜． 鍵段1
ll』Q』7

〔1、〔…．麩5』胃3・．監1：4　、α1 二 α9　0．3 Ωミ3

市・町立では約半数鞭あちた創÷方1へ区立廼は区役所の

指導ならびに他の保育所乏の協同作成がao％を占めチ．従

公 ♪立

、　　　　■　　

．冶 ∴へ瀞町立 区立
私立、 全平均　L、、

嘔■　 ト　　』ur1・｝． L』 ♪、
L　　　、

5　 種・・類・ o 3，6、 〇 0．8

主 ∫ 』4種・Σ：類 23 　ξ’114．3

6．5 へ6二8

3　種’＝類 49，4
〆’　つ’

7．一1㌧ 43 ．9 4ま8

食、

’〕 　種一＝類

し33’4』』14，9 　r21，一41

　　　　　

3．16』

311．8

7．8

30．0

畿6
－　　　　　　 9

た食ん白・

r　　　　　　　　㌧ ．』r

（β～層1》種

9ド3
，　　　　 　、■

・2

20，8

66．0

10．8

6．7

12；4
8達 1

性品 1
～2種 19．8 』13．2 22．5・ 18i5

、r皮自瞳礁灘齢砂拠・（第職）詠雛細

．驚鋼隅合でも聯で嘩園が蝦士鉢つて僻
　されている。 しかし市塚町立ならびに私立保育所では保

1母。調理員等の専問職種外の者によづては作成されて吟

る所が60佃70％肺めて溶り』果して・聴児にと終

郵し噸飾実施さ紋いるか・どうか疑問峨る蝉、
　22衷）。

　 r5　離乳食の使用食品 　　Σ　　　 も・

∵離乳食に用いられている食品をみると』（第23表）主食

して用矯られている もQは7種類あ甑 中でも米，べ

、》，うどんの使用頻度が高い。

．Oたん卑性食品に関1しては12種類用いられており，中で

腫卵吋 ヒ・鱈象陣卿鯛揮麺かった・・
r瀕の保噺で用いら牲てい欲迄申性蝿の種騨3i
l：㌘5種類が最も多い。毒かし，区立保育所そは8種類偵

甲して腫所轍％で蓼がみられ細 声食○たん雌
、，掌贔を問やず町特に使叩食品数が塗ない¢は，市・即享

…1齢びに粒備艦劉（第24蒙）・祷には献準
　作成する者の職種がかなり関係する籍を不唆し七いるゼ

　幼児期における融麟離乳あ翻と麟穐る為．

　いわれる29。 離乳期は食物に対する第←印象を形成する

大切な時期であるのrで，・食品の選択や調理に注意を払

　し膏』将来のよ竪食習慣確立の蕩礎を築くたあにも，㌧離乳1

　を通 して食物に対す』る斌い嗜好を肇いた咋もの更あるよ

家庭における保育の欠隔を保育所で補：うiと応 う保育の立

前かぢ考えると疑問の余地が残る8ぐ』γ1 1グ㌢∫ 訳1ぱ蛾．

・1 1613離乳食の調理法な、らびに調理回数砿民∵F虹℃1 冤㌃

・ 乳食の調理法 を第25表に示じたε1・全平均梵みる之離

乳食だけ別調理する園は約45％ア幼児糞から崇部転周し

　ている所は10～38％，又，13離乳食製品を何らかの形矯使

用している所は公立に多く30ダ40％み．られた5。∴1 1
）一

さ．らに零歳児保育開始月齢乏離乳食調理法との関係を

みると（第照表〉1生後16ヵ月未満で零歳児保育を開姶し
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　A；離乳食だけ調理，
　C：ベビフードと幼児食の一部転用，

ている場合，区立保育所の90％は離乳食だけを別に調理

している。これに地尽て鋪市窮魔立饗ら！びに私文保育所

では離乳食だけ別調理 し驚悟ぞの昧約業数チ1：1鋒％前後の

保育所璽は幼児食のマ部壼転用．レでお0！，，又塔幼児食を

つぶすだけで与えている所糖数％毒ら犯た談・7曜月より

零歳保育を開蜘：しでいう揚合1ζ蛙幼児食か疹璽転用割食

が増加している。　　　．購胃　，誌と＝、．・豊傑，lg』 、ヤ1・
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